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第１章《梵蔵漢四本の経名》『菩薩蔵経』序章奥書の  bodhisattvapi ṭakaṃ nāma sūtrāntaṃ と
いう語と、経末奥書の  bodhisattvapiṭakaṃ nāma dharmaparyāyaṃ mahāyānasūtraṃ samāptam 




















































































さらに本論文では、付録 I として、第１章から第４章、第 11 章から第 12 章の計６章につ
いて梵蔵漢４本の異同が一覧表で示され、付録 II として、『菩薩蔵経』と『大集経』「無
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にポタラ宮に保存された梵語写本の目録はルオジャオ（Luo Zhao）氏によって作製され、
北京の中国チベット学研究センター（蔵学研究中心）には相当数の写本原本の紙焼き写真
が存在する。象本氏が使用を許されたテキストも、蔵学研究中心の写真から作成されたテ
キストのひとつである。これによってチベット語訳から類推するだけであった原テキスト
の姿の一端が明らかになったのである。チベット語訳経典の立場から考えると、なぜ個々
の梵語がそのようにチベット語訳されたのかという問題は、対応する梵語写本の単語や構
文から考察してはじめて確定されるものであり、逆にチベット語訳から考えて始めて、梵
語原典の正確な解読が確定されるということも出来る。さらに本論文は『菩薩蔵経』とい
う研究課題の仏教思想的あるいは教理史的進展だけではなく、漢訳された経典群の研究方
法に重要な示唆を与える側面を持っていることにも注目すべきである。これは漢文訳の訳
出事情や個々の翻訳の特徴を、たとえそれらの訳業の原本より後代の梵語写本であるにせ
よ、十分に類推の根拠になり得るという事を再認識させるものである。また、著者の象本
氏にとって漢文はネイティヴな言語ではあるが、その漢文訳の原本と推定される梵語原典
やチベット語訳を抜きにして正確な解読は不可能なほど古典文であることも事実である。
三種の言語による文献を解読し、相互の関係を考察する中で作業が進められたその点も加
味して考えると、この論文が労作であることは疑い得ない。従って、梵語経典の解読が進
められる中で、大乗仏教運動を標榜した人々の実像が徐々に明らかにされて行くことが期
待される。『菩薩蔵経』が持つ二つの側面、すなわち出家主義的要素と布施の奨励という
在家菩薩的要素の両者が、どのように起こり、そして展開したのかという問題に梵語テキ
ストの解読は重要な素材を提供することになるであろう。 
 ただ本論文には今後の課題とすべき点も認められる。象本氏は論文執筆の下準備として
『菩薩蔵経』全体の梵語テキストを漢訳・チベット語訳と共に解読し、全編の日本語訳を
用意しているというが、本論文の全７章で分析された範囲は経典全体に亙るわけではない。
本論文で取り上げることのできなかった部分に対して、単に翻訳するに止まらずに、同じ
分析を行った場合も本論文と同じ結論に至るのかどうかは、象本氏が今後研究を続けて上
でも大きな課題となろう。  
 象本氏は中国佛教協会・中国佛学院より佛教大学に派遣され、日本で梵語とチベット語
を学んで本論文を完成させるに至った。象本氏が日本語の研鑽を重ねながら、同時にイン
ド仏教研究に必要とされる語学を身につけることに大きな困難があったことは想像に難く
ない。このような文献学的な分析を専らとする論文を様々な言語を駆使して執筆すること
は日本人でも一筋縄ではいかない。来日後、７年近い年月を費やしたとはいえ、日本語で
このような論文を完成させたことは驚異的でさえある。ただ、おもに日本語に関わる表現
の問題や翻訳で検討を要する箇所など、『菩薩蔵経』の内容分析とは別に、細部に遺され
ている課題がまだ多くあることも確かである。今後はさらに研鑽を重ねて、最終的には『菩
薩蔵経』全体のより完璧な日本語訳あるいは現代中国語訳の完成も望みたい。日本語を母
国語とする者とは前提が異なるが、そのような不利な条件があったことを一切考慮しなく
ても、新たな文献資料をいち早く用いて、大きな研究成果を挙げていることは確かであり、
本論文は博士（文学）の学位を授与するに相応しいと判断する。  
